
令和３年度 （住吉高等学校) 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令遵守意識の向

上（法令の遵守、

服務規律の徹底） 

公務員としての自覚

を持ち、公務外にお

いても県民の信頼を

損なうことのないよ

う意識を高める。 

〇「神奈川県公立学校教職員の倫理に関する指針」を

確認し、意識を向上させた。 

〇服務規律に関する研修を実施し、意識を向上させ

た。 

〇交通法規に関する研修を実施し、交通ルールを遵守

するとともに交通事故を防止した。 

職場のハラスメン

ト（パワハラ、セ

クハラ、マタハラ

等）の防止 

働きやすい職場環境

を整えて協働できる

体制を築き、ハラス

メント件数はゼロを

目標とする。 

〇ハラスメントに関する研修を実施して、お互いを尊

重し意見を言いやすい雰囲気づくりができた。ハラス

メント件数はゼロであった。 

生徒に対するわい

せつ・セクハラ行

為の防止 

他者の思いに気づく

人権感覚を高め、生

徒に対するわいせ

つ・セクハラ行為を

行っている職員はゼ

ロを目標とする。 

〇生徒の小さな変化も見逃さず、情報を共有して組織的に

対応する体制を整え生徒を支援した。わいせつ・セクハ

ラ行為を行っている職員はゼロであった。 

体罰・不適切な指

導の防止 

生徒の人権を尊重し

て体罰・不適切な指

導をなくし、体罰・

不適切な指導はゼロ

を目標とする。 

〇生徒指導は複数の職員で行うなど不適切な指導を防

止できた。体罰・不適切な指導はゼロであった。 

入学者選抜、成績

処理及び進路関係

書類の作成及び取

扱いに係る事故防

止 

成績処理及び進路関

係書類の作成及び取

扱いに係る事故はゼ

ロを目標とする。 

〇担任と教科担当者間で情報を共有したり、書類作成

時等の点検を確実に行った。成績処理及び進路関係書

類の作成及び取扱いに係る事故はヒヤリハットを含め

ゼロであった。 

業務執行体制の確

保等（情報共有、

相互チェック体

制、業務協力体

制） 

高い倫理意識を持

ち、適正な業務執行

を行う。 

〇仕事を抱え込まずに協力して行える体制の構築を進

め、適正な業務執行を行った。 

会計事務等の適正

執行 

私費会計基準の周知

と適正な会計処理に

努める。 

〇私費の取扱いに関する研修を行い、適正な会計処理

を行った。 

 

○ 令和３年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和４年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

職場全体として事故を防止しようという意識は身についている。一人で悩みを抱えることなく、

お互い助け合って業務を執行する体制もできている。 

多くの業務でマニュアルを整備し取り組んでいるが、作業ごとの意味をきちんと理解したうえ

で取り組むことを意識していきたい。 


